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1.細 菌 科

1)狸紅熱多発要因に関する調査研究（継続）

目 的： 本県に多発する狸紅熱の予防対策に資する

ため，①M抗体の測定方法，②県内における A群溶連菌

の分離菌型について凋査した．

材料と方法

① A群溶連菌T-1型と T-6型菌のそれぞれの

菌体の酸加熱抽出で得られた粗Mタンパクから， DEA

Eセルロースと CMセルロースカラムクロマトグラフィ

により， M-1,M-6タンパクを粘製し， PHA抗

原を作製した．

② （イ）．昭和57年度に，感染症定点観測（大館市立

秋田組合，秋田市立，由利組合，仙北組合の各総合病院）

の検査材料（咽頭ぬぐい液）から分離したA群溶連菌84

株について， T型別検査を行った．

（口）．昭和57年 5月に，由利郡西目町西目幼稚園

児50名の保菌調査を行った．

結 果

① M-1, M-6タンパクを枯製し，それぞれの

PHA抗原を作製した．またこれらの PHA抗原は， A

群溶連菌の血清疫学詞査に使用できることが予備実験で

確認された．

② （イ）．表ー 1．のとおりである．

R （口）． A群溶連菌は 8名(16%)から分離された．

伯型は 7名がT-12型で， 1名はT型イヽ 叫であった．

2) サルモネラ菌の生活環境汚染実態に関する調

査研究（継続）

目的：サルモネラ菌の環境内における汚染実態を把握

し，食品衛生，公衆衛生面での今後の対策に役立てる．

材料：河川水，下水はタンポン法により採取した 240

検体，食肉は市内食肉販売店より購入した 100検体，犬

は保健所に補獲された 100頭の直腸便を検体とした．

方法：サルモネラ菌の分離同疋は，河川，下水につい

ては図 1'食肉については図 2の方法で行ない，犬黄便

はラパポート培地で増菌し， ss培地で分離した．

結果：表 2のとおりである．

表1. 感染症定点観測時の溶連菌々型

（昭和57年4月～58年3月）

T 型 菌株数（％）

1 11 (13.1) 

4 2 ( 2.4) 

6 21 (25, 0) 

12 24 (28. 6) 

溶連菌 13 6 ( 7.1) 

(A群） 14 3 ( 3.6) 

25 7 ( 8.3) 

28 1 ( 1. 2) 

B3264 1 ( l. 2) 

不明 8 (9. 5) 

叶 84 (100.0) 

河川・下水
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図1. サルモネラ菌検責方法
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食肉 20 g 
| 

EEM培地
37℃ 24時間

I 

ハーナーテトラチオン酸塩培地

37℃ 24時間

I 

分離培養 CSS, MLCB) 
I 

確認培養
| 

血清学的検査

図2. サルモネラ菌検査方法

表2. 昭和57年度サルモネラ菌分離成紐

検体採取地点 被 検 数 陽性数 分離率院）

河
No. 1（下水） 48 26 54.2 

JI I No. 2 48 20 41.7 

． No. 3 48 24 50.0 

下 Nu 4 48 21 43.8 

水 No. 5 48 

゜ ゜計 240 91 37.9 

検体名 被検数 陽性数 分離率院）

食 牛 肉 20 

゜ ゜豚 肉 20 1 5 

鶏 肉 20 1 5 

トリモッ 20 3 15 

肉 ホルモン 20 3 15 

計 100 8 8 

犬 奨 便 100 

゜ ゜＊同定中の株は除く

3)畜水産物中の残留抗生物質検査（継続）

目 的：家畜．家禽，養殖魚の飼料に添加されている

抗生物質が畜水産物中に残留することが確認され，人体

に及ばす影態が懸念されていることから本淵杏を行った．

材料と方法：検査方法と試検菌は「畜産物中の残留物

質検査法ー第 1集と第 2集」 （昭和52年8月．厚生省）

にもとずいて定性的検査を行った．検体と被検抗生物質

は表 3の如くである．

結果：表 3のとおりである．

菌型数＊ 菌株数

10 47 

8 28 

， 29 

4 31 

゜ ゜18 135 

菌型

S. typhimurium 

S. stanley 

S. virchow 
釘群

S. havana 
S. infantis 
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主 要 菌 型

S. bareilly 

(1 9. 3彩）

S. typhimurium 

(I 4. 8 %) 

S. paratyphi-B 

(9. 6 %) 

菌株数

: 1 

: 1 

: I 
: 2 

: 2 
: 1 



表3. 畜水産物中の残留拮生物質検査成績表

2
9
 

抗 生 物 質

No. 検体名 生産業者 一I テトラサイクリン I ク ロ フ ムレ エリスロマイシンスビラマイシン モ ネ シ ンI タイロシン フラジオマイシン
フェーコー）

1 鶏 卵 侑オバ ； 
パールエッ

2 ／／ 能代養鶏センター

3 ‘’ I 小 塚修一郎
I 

I 

4 鶏 肉 向秋田ブロイラー

5 99 
聡東北ノーサン
ブロイラー

身
丸 谷 芳 雄I ¥ ¥ ¥ I¥ I¥ 6 鯉

内蔵 ¥ ¥ ¥ ¥ ’  ¥ 
身 ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 7 99 桜庭敏蔵

内蔵 ¥|  ＼ ¥ ¥ ¥ 
身 ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 

8 イワナ 昧石川商事
内蔵 ¥ ＼ ¥ ¥ ¥ 
身 ¥ ＼ ＼ ¥ ¥ ， ニジマス ’’ 
内蔵 ¥ ¥ ＼ ＼ ¥ 
身 ¥ ¥ ¥ ＼ ¥ 

10 鯉 鎌田栄子

内蔵 ＼ ＼ ¥ ¥ ¥ 



2. ウ イ Jレ ス 科

1) ウイルス感染症の病原分析に関する調査研究

（継続）

目的：県内で唯一のウイルス感染症の総合的調査研究

機関として，ウイルス感染症の迅速な診断技術の開発と，

予防対策を確立すること．

方法：用にのぞみ， HI,CF, R-PHA, 中和試験を

実施した．

対象：表 1に示したとおり行政依頼，一般依頼を含め

1,085名であった．

結果：集団カゼで検出されたインフルエンザウイルス

はA田型であったが，定点観測では B型も検出された．

風疹は57年度も流行した． A群溶連菌の型はT凝集反応

で7種類以上にも及び，その侵襲像は多彩であった．冬

期乳幼児の下痢便から多数のロータウイルスが分離され

た•また，腸軍栢症と診断された 3 名中 2 名の糞便から

ロータウイルスが検出され，ロータウイルスに起囚する

腸重積症が示唆された． 57年10月から大館市とその周辺

を中心に無菌性髄膜炎の多発が観察された．また，散発

ながら秋田市内でも同疾患が認められた．血清学的検索

の結果コクサッキーA-9型，エコー11型， 14型ウイル

スによるものと推定されたが，大館地区を中心に多発し

た症例の大部分は不明であった． 57年8月～ 9月，横手

1|iを中心に発生した急性出血性結膜炎（アポロ病）の病原

はエンテロウイルス70型に起因したことが明らかとなっ

た．この稲例は本県でウイルス学的に解明された最初の

流行例である．

一方，病原か解明されなかった代表的疾患は伝染性紅

斑症，突発性発疹症であった．また，結膜炎，角結膜炎

患者からのウイルス分離率は極めて低かった．

2) エンテロウイルスの疫学的調査研究（継続）

目的：県内に侵襲する腸管系ウイルスを早期に把握し，

これらウイルスによって惹起される種々の疾患を疫学的

立場から病原を解析し，予防対策に資すること．

対象疾患：本年度は手足口病について解析を実施した．

方法：分離同定はサル腎細胞，または哺乳マウスを用い

た．中和抗体価測定はマイクロタイター法により行なっ

た．

結果：患者53名中，エンテロウイルス71型 (E• 71), 

22名，コクサッキー A(cox.A)10型， 3名， cox.A-16

型2名がそれぞれ確認された．

すなわち， 57年度手足口病流行の主病原はE• 71と推

定された． cox.A-10による手足口病患者か確認された

のは本県では初めてである．

従来の cox.A-16,E • 71にさらにcox.A-10が加え

られ，今後，本疾患の流行にはこれら 3種類の病原検索

が必要となった．

3) 咽吐下痢症に関する研究（継続）

目的：県内に発生する多種多様の0区吐下痢症の病原を

解明し，その予防対策に資すること．

対象：昭和57年4月から58年3月まで定点観測調査で

採取された駆吐症12名， I区吐下痢症13名，下痢症74名，

計99名を対象とした．

方法：ウイルス学的，細菌学的，血清学的検索を実施

した．

結果．．咽吐症12名中病原が検出できたのは Rotarirus

1名 (1オ）のみで， 7~12オを中心に冬期に発生した

叩 I：症 6名の病原は不明であった．また， 0区吐に下痢を

ともなった13名中病原が検出されたのは 1名で， Adeno

virusに起因するものと推定された．下痢症74名中病原

が検出されたのは47名 (63.5%)であった．ウイルス性

の病原としてRotarirus35名， Adenovirus,Enterov-

irus, Inflnenza B型， InfluenzaAH s型各 1名，ま

た，細菌性の病原としてはCampylobacterjejunii 7 

名， Yersinia enterocoltica 1名か検出された．

季節的に病原の推移をみると， 4~6月はCampylo-

bactcr jejunii, 7~ 9月は Enterovirus,11)]はAde-

novirus,また， 12月～ 3月の冬期はRotavirusによる

ものか圧到的に多かった．これから病原の侵OOパ ターン

は前年と同し傾向を示した．

4) インフルエンザ流行予測感染源調査（継続）

目的．．厚生省が流り予測事業の一環として実施するも

ので、インフルエンザウイルスの侵襲を早期に把握し，

流行を予防しようとするものである．

調否期間： 57年4~6月， 57icf10月～58年 3月である

が実際に検体が採取されたのは58年2月であった．

方法：流行予測検査術式に準じて行なった．

結果：県内で発生した集団カゼ7施設73名について調

査を実施した． 73名中63名がA香港型 (AH3)り患者と

推定され，県内に発生した集団カゼの主流はA香港型イ

ンフルエンザウイルスであることが明らかとなった．
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表1. ウイルス感染症の病原分析実績

検 体 採 取 機 関
（合診率断，決計定％） 

保健所・衛研 一般病院 微生物感染症定点観測

被検患者数 99 名 16 名 368 名 483名

① インフルエ ① インフルエンザ インフルエンザAH3
呼 ンザAHぶ 75 AH3 : 14名 コクサ蓮贔-A-10 : 23 

名 A群溶 : 15 
吸 ② ムンプスウ ア ノウイルス : 14 
器 イルス： 10名 : 9 

日咳菌 : 7 
系 診断病原 コクサッキー B• 3 : 5 218名

疾 ェコーウイルス : 3 
パラインフルエンザ : 3 (45. l) 

患 コクサッキー A-4 : 2 
II A-2 : 2 

インフルエンザB : 2 
マイコプラズマ : 1 

被検患者数 2 名 302 名 304名

①: 水1痘名ウイルス 魯烹群疹ウイルス

: 81 麿［ 溶連菌T-4 : 2 
発 // T-6 : 9 

’’ T-12 : 15 

疹 " T-13 : 2 
II T-14 : 2 
99 T-25 : 2 

性 ” T-28 : 1 187名
診断病原 ’’ T型不明 : 31 麿

疾 ； エンテロウイルス71 : 22 (61. 5) 

嬰雷ウイルス
: 5 多麿ウイルス : 5 

患 コクサッキー A-10 : 3 
コクサッキー A-16 : 2 

⑧ 単純ヘルペスウイルス : 2名

冨アテノウイルス
インフルエンザAH3

: 1 急
: 1 

被検患者数 149 名 149名

消 ， ロータウイルス
: 3 8 急房単純ヘルペスウイルス : 11 

化 キャンピロバクター : 7 
器 コクサッキー A-10 : 4 67名
系 診断病原

⑤ アデノウイルス

: 2 磨忍災疾 息＄ エルジニア・エンナロコリチカ : 1 (45. 0) 
インフルエンザB : 1 

患 インフルエンザAH3 : 1 
エンテロウイルス : 1 
パラインフルエンザ : 1 

［ 
被検患者数 1 名 86 名 87名

置ムンフ゜スウイルス : 9名
コクサッキー A~9

: 8 唸急
24名

診断病原 雇ェコーウイルス―11 : 4 
ェコーウイルスー14 : 2 C 27.6) 
水痘ウイルス : 1 

その
被検患者数 11 名 51 名 62名

晶 診断病原 ① エンテロ畠
ルス70:1 . 

属インフルエンザAH3
単純ヘルペスウイルス

: 2 喜: 1 
14 名

(22. 

合 被検患者数 110 名 19 名 956 名 1,085名

計
病原（％診） 断 96 喜

(87. 
15 喜
C 78. 

399 評
(41. 

510 急
(47. 
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5) 日本脳炎流行予測感染源調査（継続）

目的．．豚血液中に出現する日本脳炎ウイルスに対する

抗体を指標として，その地域における日本脳炎ウイルス

の侵襲状況を早期に把握し，予防対策に資する．

調査期間： 57年 7月下旬～57年10月上旬．

調査対象及び数：生後 5~8月の県産豚， 328頭．

検査方法：流行予測検査術式によった．

結果．．図 lに示したとおり 9月7日より陽性率は上昇

し，日本脳炎ウイルスの侵襲が観察された．陽性率のヒ°

ークは 9月30日であった． 2-ME感受性抗体の推移から

日本脳炎ウイルス活動最盛期は， 9月上～中旬と推定さ

れた．平均陽性率 24.4％は53年の 27.1％に次ぐ値であっ

たが，県内での患者発生は認められなかった．

1) 有害化学物賞の汚染に関する

衛生学的調査研究

a)有機塩素系物質の残留含有量調査

目的 有機塩桑系物竹は，食物連鎖を通じて終末点

である人体に蓄積されるので，その実態を調査

し健£k管l・用に資する．

実績概要

。検体 今年度は八郎潟産業魚介類に見られる不明

ピークの検索を進めた．

。実施件数 14件

b)合成樹脂製容器包装に伴う有宙化学物質の調資

目的 前年に引き紬きポリスチレン系樹脂製容器包

装の材質で問姻になっている揮発性物質，及び重

金属の含有はの実態を謁査し，安全確保に資する

ものである．

実績概要

0 検体 本年度はポリスチレン系樹脂製のトレーに

屯点をおいて行った．

。実施件数 17件

。結果 溶出試験（蒸発残留物，過マンガン酸カリ

ウム消費量、重金属），材質試験でも規制基

準をこえるものはなかった．

C)食品中の環境化学物質と，その摂取量

イ）日常食品中の重金属量と人体摂取量

目的 里金属類による環境汚染の人体への影響を評

価する指椋として，日常食吊中の重金属量と人

体摂取量の実態を調査するものである．
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図 1 昭和57年度日本脳炎ウイルス侵襲状況

3.食品衛生 科

実績概要

o検体昭和56年度，阿仁町，大森町で春秋の 2回

陰膳方ェ＼で得られた 1日分全食品（主食，副

食別）

0 実施件数阿仁町春20件，秋18件

大森町春22件，秋21件

o結果表 1に示す．又、個々の日常食品中の重金

属鼠についてのこれまでの調杏成績は資料と

して (P,73)報告する．

ロ）日常食品中の硝酸塩，亜硝酸塩含有量と変異性

物質について．

日的 化学的発癌因子二 l、ロソアミンとの関連で一

方の供給源として注目されている日常食品中の

硝酸塩，亜硝酸塩量とその摂取量の実態を謁査

するものである． （栄養科と共同研究）

実績概要

0 検体 阿仁町，人森町の飲料水，日常食

実施件数 飲料水：硝酸塩，亜硝酸塩検査を含む水

固試験

阿仁町20件，大森町23件

日常食：日常食品中の硝酸塩，亜硝酸塩

検査

阿仁町産野菜春50件，秋40件，大

森町産野菜春58件，秋55件．

摂取量：阿仁町春18件，秋20件，大森町

春23件，秋23件．

結果 表2に示すとともに摂取量に関して CP.65) 

で報告する．
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表 1． 食事中（ 1日分）の重金属摂取量（る士 o)

3
3
 

銅 (mg) 亜鉛 (mg) カドミウム (mg) 鉛 （訊g) マンガン (mg) 

米飯 副 食 総摂取量 米飯 副食 総摂取量 米飯 副食 総摂取鼠 米飯 副食 総摂取量 米飯 副食 総摂取量

0.39 0.84 1.23 3.37 7.86 11. 24 0.00 0.0] 0.02 0.0] 0.03 0.04 1. 74 2.88 4.62 

阿
男 10名

士 0.15 土 0.45 土 0.40 土1.05 土 3.48 土3.03 土0.00 土0.01 士0.01 士0.01 土 D.02 土0.02 土0.60 土:1.40 土1.32

仁 女 10名
0.36 0.94 1.30 2.67 5. 71 8.38 0.00 0.01 0.02 0.01 0 04 0.05 1. 38 2.40 3.78 

士 0.14 士0.40 一土 0 . 34 土1.12 土2.32 ：：：：：： 2.18 士：0.00 士0.00 土0.00 土0.OJ 土0.03 土0.02 土0.83 土0.18 士0.94

町
計 20名

0. 38 0.89 1. 26 3.02 6.79 9.81 0.00 0.01 0.02 0. 01 0 03 0.04 1. 56 2.64 4.20 

土 0.14 土0.42 土0.36 土1.12 士3.09 ±2.96 土0.00 士0.01 士0.00 土0.01 土0.02 土0.02 土0.73 士1.14 士1.20
春

男 10名
0. 61 1 02 1. 64 4.90 7.24 12. 14 0.02 0.02 0.04 0.01 0.03 0.04 2.31 3.66 5.96 

大 士0.26 土 0.42 士0.50 土2.06 土1.43 土2.67 土 0.02 土0.01 士0.02 士0.01 士0.04 士0.04 土0.92 土1.69 土 2.21

森 女 12名
0.57 1 01 l,58 4.18 6.17 10.35 0.01 0.02 0.04 0.01 0.05 0.06 2.07 3.54 5.62 

士 0.]9 土0.51 土0.54 土1.58 ±2.23 ニ：3.26 ± 0.01 士 0.01 土0.01 士 0.01 士 0.05 士0.06 士0.87 土： 2.04 土 2.30

町
計 22名

0.59 1.02 1 61 4.5] 6.66 11.16 0.02 0.02 0.04 0.01 0.04 0.05 2.18 3.60 5. 77 

士 0.22 土0.46 土0.51 土1.8] 土1.94 土3.08 ニ0.01 士0.01 士0.02 土0.01 土0.05 土 0.05 土0.88 土1.85 土 2.21

男 9名
0 45 0.89 1. 34 3.55 8.16 11. 70 0.00 0.02 0.02 0.0] 0.03 0.04 1. 90 3.47 5.37 

阿 士 0.15 土0.21 土0.31 土0.78 士I.60 士2.03 土 0.00 士0.01 土0.01 土0.00 土0.02 土0.02 土0.91 士1.13 土1.49

仁 女 9 名．
0.43 1. 02 I 46 3.68 10.56 14.24 0.01 0.03 0.04 0.02 0.06 0.08 2.09 3.96 6.05 

士 0.18 土 0,21 土 0.33 土1.75 土3.34 士3.31 土0.00 土0.02 土 0.02 土 0.01 士0.04 士0.05 土1.04 土1.58 士1.86

町
計 18名

0 44 0.96 1, 40 3.61 9.36 12.97 0.01 0.02 0.03 0.01 0.05 0.06 1. 99 3.72 5. 71 

士 0.16 土 0.22 土 0.32 土1.32 士：2.83 ±2.96 土 0.00 士0.02 土0.02 土 0.01 土0.03 土 0.04 土0.95 土1.35 土1.67
秋

男 9名
0.50 1 12 1. 62 3.98 6.86 10.83 0.02 0.02 0.03 0.02 0.02 0.04 1. 98 4.58 6.56 

大 士 0.23 士 0.63 土0.62 土1.93 土3.12 士 4.4] 土〇．01 土 0.02 土0.02 土 0.03 土 0.01 土 0.04 土0.70 土 3.76 土4.21

森 女 12名
0 47 1. 03 1.49 2.86 5.79 8.65 0.02 0.02 0.04 0.0] 0.02 0.03 1.82 4.69 6.51 

士 0.18 士 0.45 ±0.46. 土］．]] 士2.23 土2.59 士 0.01 土0.01 土 0.01 土 0.01 土 0.01 士 0.03 土0.52 土1.94 土 2.10

町
計 21名

0.48 I 07 1. 55 3.34 6.25 9.58 0.02 0.02 0.04 0.01 0.02 0.03 1.89 4.64 6.53 

士 0.20 士 0.52 土：0.52 ±1.58 土2.63 ±3.56 土： 0.01 上0.0] 士0.01 士 0.02 0.02 士0.03 土0.60 土2.78 士3.08



表2. Intake of the Nitrate per day (mg! day) 

Male (n =10) 

Average 

236.3 

Fem al (n =13) 

Average 

Max。

439.1 

Max. 

Min. 

138.0 

Mie. 

S.D. 

92.2 

295.6 485. l 88.2 

S.D. 

163.6 

Both In =23) 

Average 

269.8 

Male (n =10) 

Average 

576.3 

Max. 

485.] 

Max. 

804.3 

Fem ale (n =13) 

Average 

480.2 

Both (n =23) 

Average 

521. 9 

Max. 

1025. 9 

Max. 

1025.9 

Mm. 

88.2 

S.D. 

137. 7 

Omorimachi May. 1982 

Min. 

343.4 

Min. 

146.0 

Min. 

146.0 

S.D. 

164. 7 

S.D. 

259.4 

S.D. 

224.0 

Omorimachi Oct. 1982 

Male (n= 8) 

Averag 

292.3 

Max. 

447. l 

Female (n =10) 

Average 

328.0 

Both (n =18) 

Average 

312.2 

Male (n= 10) 

Average 

372.0 

Max. 

639.7 

Max 

639.7 

Max. 

788.9 

Female (n =10) 

Average Max. 

439.0 1300.l 

Both (n =20) 

Average 

405.5 

Max. 

1300.1 

Min. 

138. l 

Min. 

138.1 

Min. 

]38. J 

S.D. 

100.9 

S.D. 

152.5 

S.D. 

129.8 

Animachi Jun. 1982 

Min. 

67.6 

Mm. 

]13. J 

Mm, 

67.6 

S.D. 

235.2 

S.D. 

350. 7 

S.D. 

292.6 

Animachi Nov. 1982 

4.衛生化学科

1) 放射能調査（継続）

目的：核実験による放射性降下物の環燈への彩響を調

査し，また空間線量 (r線）を常時観測することにより，

貼民の安全対策に資しようとするものである．

結果：全f]放射能は雨水（足時採水）が 141件，雨水

ちり（大型水盤による 1カ月毎）が12件，土壌，農畜産

物等か14件である．核柾分析はgoSr,. 137 Csか土壌，農

畜産物等の各11件， 131Iが牛乳（原乳）の 6件である．

空間線量はシンチレーションサーベイによるものが12件，

モニタリングポストが周年連続測定である．以上は科学

技術庁の委託によるもので，詳細は資料・報文の部で報

告する．

なおL記の外に，環橙中の放射能レベルを把握するた
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め，前年度と同様に県内各地区の山菜の調査を行った．

2) 温泉の適正利用に関する調査研究

温泉を利用する場合の安全性を確保するため最近注目

されている温泉中の微景放射能のうち，気体であること

からその被曝が比較的大きいと危惧されているラドンを

中心に各成分との相関並びに経時変化を調べる．

3)地熱開発地域環境調査（継続）

前年度に続き，八幡平地区及び小安・秋の宮地区の温

泉を対象に，地熱開発による影響について調査を行った．

凋査時期は 5月， 8月， 10月の 3回である．結果を表1,

表 2に示す．



表 1 地熱開発地域環境調査（八幡平地区）

月 温度（℃） pH 
湧出呈 蒸発残留物 電導度 S04 Cl H心 As F HB02 

(£/min) （阻g/f) (μs/ cm) (mg/,e) (mg/ e) (111,g/f) （阻g/,e)(mg/ f) （訊g/f) 

蒸 5 92.0 2.4 I¥ 1,135 2,210 588 5.3 ＼ ND ND 5.5 

の 8 92.0 2.2 ＼ 1,563 2,980 732 3.6 ＼ ‘‘ 
99 13.1 

湯 10 95.0 2.1 ＼ 1,995 4,460 982 3.6 ＼ 0.01 " 19.7 

赤 5 44.0 2.9 116. 9 412 905 211 10. 7 4.9 0.13 99 13.1 

8 41. 0 3.1 79.0 442 962 128 28.4 5.4 0.08 99 19. 7 

JI I 10 39.5 2, 7 35. 7 382 1,003 197 7.1 6.8 0.05 99 3.3 

澄 5 69. 0 2.2 13. 7 1,928 3,200 709 3.6 I¥ ND 99 35.1 
JII 

＾ 酸
8 69.0 2.1 6.5 2,597 4,390 1,316 3.6 ＼ 0.02 99 50.4 

の
湯 10 73.0 2.0 5. 7 2,751 5,050 1,308 7.1 ＼ 0.02 fI 14.2 

澄 5 58.0 3.5 13. 9 583 598 220 8.9 I¥ ND 0.1 8.8 
J I I 

＾ 8 64.0 3.6 8.2 363 602 235 10.7 ＼ 0.01 0.1 6.6 石

；ヽ 10 61. 5 3.5 10.1 537 547 197 3.6 ＼ ND 0.1 9.9 

銭 5 56.0 7.7 4.4 615 746 70 62.2 ＼ 1. 35 1.8 72.3 

8 60.0 7 8 2. 2 705 986 77 110.3 ＼ 1.75 2.0 43.8 

} | | 10 57.0 8.1 2 7 678 892 82 108.4 ＼ 1. 98 1. 9 112 

銭 5 34.0 7 2 3.8 357 440 59 26 6 ＼ 0.71 0.8 53. 7 

JI I 8 38.0 7.2 363 487 59 69.3 ＼ 1. 38 0.8 98.6 

＾ 阿 10 37.5 7.6 5.4 386 504 61 67.5 ＼ 1. 03 0.9 54.8 

大 5 51. 0 6.8 ＼ 267 282 37 23.1 ＼ ND 0.2 15.3 

8 55.5 6. 9 ＼ 344 420 10 14.2 ＼ II 0.2 5.5 

沿 10 53.5 7. 2 ＼ 307 394 ， 10. 7 ＼ II 0.2 11.0 

志 5 48.5 8 2 37.0 395 466 59 48 0 ＼ 0.65 I. 4 49.3 

8 47.0 8.5 13 6 377 497 53 55 1 ＼ 0.59 1. 4 46.0 

張 10 44.0 8.0 16.1 366 505 50 69.3 ＼ 0.58 1. 2 57.0 
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表2 地熱開発地域環境調査（小安，秋の宮地区）

月 温度（℃） pH 
湧出量 蒸発残留物 電導度 S04 Cl 比S As F HB~ 

(f/min) (mg/ f) (μs/cm) （訊g/f) (mg/ f) （訊g/f)（訊g/.e)(mg/ f) （叩／£）

奥 5 78.0 5.7 8.3 1,108 1,385 158 373.0 169.8 0.05 0.7 5.5 

8 76.0 3.0 11.4 1,094 1,939 129 316.2 138.0 0,02 0.1 6.6 

山 10 77.0 5.2 11.1 1,063 1,338 159 362.4 73.4 0.03 0.5 6.6 

豊 5 68.0 2.5 6.8 1,058 2,260 536 35. 5 3.1 ND ND 17.5 

明 8 55.0 2.5 7.6 758 1,572 400 14.2 5.5 II 

’’ 16.4 

館 10 58.0 2.4 16.5 1,262 2,750 638 10.7 1. 9 ‘’ ’’ 16.4 

小 5 61. 5 2.8 27.7 726 1,206 299 55.1 1.4 " 99 6.6 

8 73.5 2.6 15.4 764 1,648 383 10.7 1.0 II 99 15. 3 

椋 10 65.0 2.4 44.4 1,286 2,170 678 10.7 1. 5 II 9I 15.3 

し‘ 5 77.5 9.3 71.1 156 152 11 28.4 ＼ 0.01 ‘’ 4.4 
こ

＼ し‘ 8 77.0 9.2 71.4 150 154 16 12.4 0.01 99 5.5 
の

＼ 村 10 76.0 9.2 76.9 148 145 11 7.1 0.01 99 2. 2 

多 5 98.0 8.6 八 986 1,303 152 213.2 ＼ 0.25 3.2 15.3 

郎
8 99.0 8.9 ＼ 984 1,209 157 252.2 ＼ 0.25 3.2 15.3 

兵

衛 10 97.0 9.0 ＼ 979 1,251 155 273.6 ＼ 0.32 3.2 15.3 

鶴 5 63.0 7.5 ＼ 536 663 90 142.1 ＼ 0.14 1. 6 9.9 

泉 8 84.0 7.8 ＼ 763 1, 015 13li 202. 5 ＼ 0.18 2.2 9.9 

荘 10 52 0 7.4 ＼ 613 798 107 167.0 ＼ 0.16 2.0 11.0 

大 5 97.5 9.3 31. 4 876 1,140 125 195.4 0.7 0.19 3.6 16.4 

8 97.0 9.2 14.4 865 1,082 125 236.3 1.8 0.22 3.8 19.7 

湯 10 94.0 9.3 30.0 888 1,083 123 236.3 2 3 0.18 3.6 20.8 

鷹 5 72.0 7.3 ＼ 1,314 2,220 67 582.6 ＼ 0.20 1.0 15.3 

の 8 59.5 7.2 ＼ 962 1,658 55 435.2 ＼ 0.17 0.8 8.8 

湯 10 65.0 7.2 ＼ 918 1. 536, 83 453.0 ＼ 0.16 0.8 16.4 

湯 5 52.0 6.7 8. 7 520 663 6 5.3 八 ND 3.6 27.4 

の 8 53.0 6.8 2. 7 530 650 3 5.3 ＼ 99 3.6 17.5 

又 10 52 0 6.9 7.9 535 657 3 5.3 ＼ II 3.6 17.5 

稲 5 64,0 3.7 694.2, 87 147 34 3.6 I¥ II ND  5.5 

8 72.0 3.6 576.9 139 190 25 12.4 ＼ ’’ 
99 4.4 

住 10 53.5 3.5 750.0 118 197 43 24.9 ＼ ‘’ 
99 5.5 
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5. 環 境 衛 生 科
1) 重金属汚染の環境医学的調査研究（継続）

ー黒鉛炉原子吸光法における検量線法の検討，

血液試料の場合一

以上のことを考慮し， 50例以上の人血を用いて標準添

加法を行ない，得られた人血特有の回帰直線の勾配をも

った検量線で人血中の金属を測定した結果，従来の標準

添加法とよく一致した値が得られた．この方法によると

黒鉛炉原子吸光法による微量金属の定量は一般に検量 操作も簡便で試料も少量で済み，｝レーチンワークに有効

線法によって行なわれる．しかし血液試料の場合．標準 な手段と考える．

試料溶液と分析試料溶液の組成が迎いすぎるため，従来

の検量線法では信頼度が低く．満足する結果は得にくい． 2) 県内不適飲料水の調査研究（継続）

また多量の共存物質を含んだ試料に対して行なわれる

椋準添加法は．分離．濃縮の操作をとり難い微量の金属 横手盆地における地下水質の垂直分布を知るため雄物

を含有する試料に対して有効な手段であるが，試料屈， 川町の二地点を選び各胴の地下水を採取し測定を行なっ

分析工程の煩雑さおよび測定時間等で検討すべき点も多 た．

測定結果は表 1．に示す．

表1. 掘削調杏（地下水）

地区名 I 月・日 1岱/‘¥、可天候
気温 水 温

PH 
Eh アルカリ度

(総mg/酸度£) 
ヒドロ炭酸 Mn 

（℃） （℃） (mv) (mg/f) （訊g/£) (mg/£ 

回館 I
9.1 I 6.0 I晴 28.2 14.1 6.95 316 27.0 42.9 4.4 0.19 

9.9 応．o I 小雨 21. 5 11.8 6.80 132 50.5 39.4 5.5 0.16 

Fe Ca Mg K Na SiO £2 ) （訊sg/oぞf) EC 
N（訊Hg/4-£N) 

T-Re C-KMn04 
(111,Cg/(£-) 

po3 
(mg/ f) (mg/.e.l (mg/ f) (mg/ f) (mg/,e) (111,9/) ゆsfcm) (mg/ f) （訊g/f) (mg/4 .e 
0.04 14.2 3.9 0.7 15.8 15 2 28.2 178 <0.05 135 1. 3 21.0 0.13 

6.61 4.8 2.1 0.9 13.3 17.0 <,1.0 121 1. 24 122 9.0 14.0 0.69 

地区名 I JJ. II I深＼く只団大候 気澁 水温
PH 

Eh アルカリ度 総酸度ヒドロ炭椴 Mn 
（℃） （℃） (mv) （訊9/f) （訊9/f) (m9/£) (mg/ 1! 

高畑：
9.1 | 7.3 I 晴 30.0 10.8 6.30 261 34.5 82.3 5.2 1. 63 

9.9 I 拓．o I 小雨 21. 0 11. 5 6.20 282 41.0 52.2 5.7 3.05 

Fe Ca Mg K Na Si02 so~- EC NHrN T-Re 8-KMnO 1 ct POl 
(mg/,{!) (mg/ f) （訊g/f) （訊g/£) (mg/f) （訊g/f)（訊g/£)(μs / C111) (mg/ f) (mg/ f) (mg/ f) （訊g/£)(mg/£ 

6.47 9.6 2.7 1.0 14. 5 29.3 18.1 173 1.50 131 7.3 20.6 0.53 

0.01 13 1 5.0 1 0 14.2 33.1 25.2 186 0.11 168 1. 9 21. 3 0.37 
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6. 成 人 病 科

1)脳卒中多発要因に関する研究（継続） 住民男子50名を行なう．

結果：数年次まとめて報告する．

a.糖代謝異常と脳卒中発生との関連に関する研究

目的：糖代謝異常者に多発する脳卒中の要因を解析し， 2)高血圧，脳卒中の健康管理に関する研究

その予防に役立てる． （継続）

方法：上記目的を達成するため， 30歳以上の住民を対

象にプドウ糖負荷試験，血液生化学検査と栄養調査を行 a.脳卒中予防のための健康管理方式に関する研究

なう． 目的：脳卒中予防対策の一環として次のことを検討す

調査地区：南秋田郡井川町，~本荘市北内越地区． る．

実施人員：井川町72名，北内越地区36名． 1. 脳卒中とくに脳梗塞の危険のあるものを選別する

実施期間：井川町一昭和57年11月16日～18日，北内越 検診方法の検討．

地区一昭和57年11月10日． 2. 高血J土者の事後指導，生活指導方法の検討．

結果：表 1．～表 2.のとおりである． 3. 脳卒中発症者の発症要因の検討．

方法： 1． 箭環器検診方式の検討を行なう．また，従

二 空腹 畠上例数
（尿＋）以

N* B* D* 

名
： ： 

％ 名i ％ 名！ ％ 名｛ ％ 名i

30~39 6 o i - 3 ＇ i ： 50.0 2 33.3 1 16. 7 
： 

40~49 19 1 : 5.3 10: 52.6 7 36.8 2 10.5 

50~59 22 5 : 22. 7 10＇ : 45.5 4 18.2 8 36.4 
： 

10， : 40.0 60~ 25 1 : 4.0 13 52.0 2 8.0 

計 72 7 i 9.7 33＇ : ＇ 45.8 26 36 1 13 18.1 

* N：正常型 B ：境界型 D ：糖尿病型

表 1．昭和57年井川町GTT (50 g Glucose)男72名 来の検診で要治療となっている者，要管理となっている

者の追跡，未受診者および新30歳となった者を重点に検

診を行なう．

2. 血圧巡回相談，生活指導を行なう．

3. 脳心事故発症者を訪問により，発症状況涸査等を

行ない，検診後の指導に力を入れていく．

調沓地区： l 井川町と本荘市（石沢池区・北内越地

区）の全住民．

2. 3は井川町．

検汽項目：1. 問診，血圧，尿（杷・蛋白），血色素，

血清総蛋白，血清総コレステロール，心電図，眼底，栄

養指導および摂取状況の分析，必要に応じてUCGその他

を行なう．

実施人員：1. 井川町1,261名．本荘市（石沢地区・

北内越地区） 922名． 2. 2,346名． 3. 41名．

実施期間：1. 井川町一昭和57年 6月2日～10日，本

荘市（石沢地区・北内越地区）―-昭和57年 9月2日～ 8

表2. 昭和57年本荘市GTT (75 g Glucose)男36名

口 生 腹 上悶例数
（尿＋）以

N* B* D* 

名
名0i ＇ i＇ -形

名，！ ％ 名，！ 形 名＇＇ ％ 

30~39 3 2 i ： ＇ 66 7 1 l ， 33 3 。！
40~49 3 0 - 2: ， 66.7 1 ＇ : 33.3 o ! 

： o ! 50~59 12 0 - 9 i ＇ 75.0 3: ， 25.0 ： 
60~ 18 

゜
14 : ， 77.8 3: ＇ 16.7 1 i 5.6 

計 36 ol : ＇ 27 i ＇ 75.0 8 i ， 22.2 1 i 2.8 

* N：正常型 B ：塙料型 D ：糖尿柄刺

b.動脈硬化促進要因に関する研究

目的：本県牒村住民の勅脈硬化の促進要因を，血泊脂

肪酸構成と栄養摂取状況から検討する．また，動脈硬化

の促進を予防するといわれる HDL・コレステロールに

ついても検討を加える．

方法：昨年に引き続き，対象地区，対象人員とも a.

に同じく行ない，加えて部会的食生活を営む30歳以上の

日． 2.3．は昭和57年 1月 1日～12月31日．

結果：1. 表3. 2. 表4. 3. 表 5．のとおりである．

b.脳卒中予防のための健康管理の効率化に関する研

究
目的：効率的な健康管理方法の検討として次のことを

行なう．

1. 30歳代， 40歳代の脳卒中を予防するために，健康

管即をはじめる年令罰を検討する．

2. 脳卒中発症率の高い職種の把握と，対策の検討．

方法：1. 中学 3年生および20歳代の循環器検診を行

なう．

2. 職種別に検診所見を比較するため，出稼者，日雇

労務者の循J塁器精密検診を行なう．
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調査地区：1.

2. 井川町

実施期間と人員：1. 井川中学校一昭和57年5月12日，

88名．石沢中学校一昭和57年11月9日， 30名．

2. 出稼者および日肥労務者の検診一昭和57年6月2

日～10日， 130名．

井川町，本荘市石沢地区．

表3. 昭和57年循環器検診受診者の管理分類＊

地 区 性 例数 霜
゜

I II III 

男 561 3 241 58 45 214 

井川町 女 700 1 352 83 32 232 

計 1. 261 4 593 141 77 446 

本荘 市 男 425 2 161 45 48 169 

（石沢・ 女 497 1 233 60 29 174 

北内越） 計 922 3 394 105 77 343 

* Q：異常なし I ：経過観察 II：要指導（要注意）
m ：要冶療（要安静と入院加療を含む）

表5. 脳・心事故発症者の追跡調森訪問件数
昭和57年 1月～12月

ら 30~39 40~49 50~59 60~69 70~ 計

男

゜゜
1 1 2 4 

女

゜゜゜
3 3 6 

計

゜゜
1 4 5 10 

7. 母 子

1) 先天異常発生原因に関する研究（ハイリスク

新生児追跡調査） （継続）

目的：本県の「不幸な子どもをうまない運動」の一環

として，ハイリスク児や，心身障害児の発生要因の予知，

予防に役立てる．

方法：秋田大学医学部附属病院産婦人科で生まれ，出

生時異常があり（①体重2,500g以下，②在胎37週未満，

⑧アプガースコア 6以 1：：，④仮死，⑤奇型，⑥呼吸異常，

⑦チアノーゼ，⑧枢IIl，⑨けいれん，⑩発熱，⑪黄疸，

⑫その他特に異常状態で生まれたもの），入院，加療を

行った児を対象として，出産前後の状況を把握し，年 1

回の健康診査を行いつつ 5歳まで追跡することとしてい

る．

なお，昨年より対照として， 5歳の正常児（秋田大学

医学部附属病院，および，秋田赤十字病院産婦人科で生

まれ，妊娠中，出産前後に特に問題ない児） 310名を，

表4. 脳・心事故発症が疑われる初回調査訪問件数

（再発を含む）
昭和57年 1月～12月

ご
把握区分

区分
聞き篇医 誓 計
み情 通報 レセプト死亡票

30~39 

゜゜゜゜゜40~49 

゜
1 

゜゜
1 

男 50~59 1 1 2 1 5 

60~69 1 4 1 

゜
6 

70~ 6 3 、 1 

゜
10 

計 8 ， 4 1 22 

30~39 

゜゜゜゜゜40~49 

゜゜゜゜゜女 50~59 

゜゜゜゜゜60~69 1 

゜
1 

゜
2 

70~ 2 

゜
1 4 7 

計 3 

゜
2 4 ， 

合 計 11 ， 6 5 31 

衛 生 科

秋田市就学時健診にあわせ調査した． ． 

今年は，上記調査資料の集計，解析を行った．

結果：表1.2. 
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表 l． 年度別調査数 表l. 追跡健診受診状況

年五戸----」生 男 女 計

昭和 47 年 17 19 36 二 健 診 訪 問

男女 計 男 女 計

48 23 21 44 乳 児 53 58 111 (64.9) 13 15 28 (16.4) 

49 20 27 47 1 歳 45 42 87 (50. 9) 29 30 59 (34. 5) 

50 21 14 35 2 歳 49 42 91 (53.2) 19 19 38 (22.2) 

51 4 5 ， 3 歳 40 43 83 (48.5) 18 18 36(21.1) 

計 85 86 171 4 歳 46 30 76 (44.4) 21 32 53 (31. 0) 

5 歳 53 47 100 (58.5) 25 25 50 (29. 2) 

0歳～ 5歳まで一度も健診を受けない児
男5名；女 7名計12名

（ ）形 171名対

表 2. 出4時診断別異常出現状況

＼診断、～＼、＼項、＼日
経過中にチェックあり 5歳時に問顧あり

男 女 ; | • 

男 女 計 男 女 計

黄 疸 34 30 64 ｝ 98 13 10 23 1 4 5 

黄疸卜 合 併 症 ① 15 19 34 (5 7. 3) 6 ， 15 2 3 5 

仮 死 3 4 
7 ｝ 19 2 2 4 

仮死＋ 合 併 症 ② 6 6 12 (l 1.1) 4 3 7 3 3 

低 体 堕 7 

6 7 ｝ 26 

3 3 3 3 

低体重＋合仇症③ 5 1 5 5 2 2 

早 産 低 体 重 1 5 6 (15. 2) 4 4 1 1 

早産低体重＋合併症④ 3 4 7 3 2 5 

児心音脹化＋合併症⑤ 3 3 1 1 

子 宮 内 感 染 4 4 2 2 1 1 

新生児 メ レナ 2 2 4 1 1 2 

先天性心疾患 2 1 3 2 1 3 J l 

そ の 他 JO 4 14 5 2 7 3 1 4 

計 85 86 171 43 38 81 13 12 25 
(47.4) C 14 6) 

(%) 171名対

合併症 ① 低休重，早産，似死，奇型，肺炎，貧J[Il，斜頸，眼険下垂稲疑，紅班（ライネル剥脱性），全身秤腫，

けいれん，チアノーゼ，呼吸異常，発熱，咽1t,朦帯てんらく等

② 羊水過度吸引症候群， V.S.D,新生児メレナ，肺拡不全，低体重，早産，黄疸，斜頸，股脱，児心音悪
化，けいれん，チアノーゼ，呼吸異常，発熱， II即吐，胴帯てんらく等

⑧ 子宮内感染疑，肺拡不全疑，未熟児網膜症疑，早産，黄疸，そけいヘルニア，けいれん，チアノーゼ，

呼吸異常，発熱， II区吐等
④ 仮死，黄疸，貧血，腹部膨満，けいれん，チアノーゼ，呼吸異常， 0区叶等

⑥ 鉗子分娩，吸引分娩，用手剥離，帝王切開，枢吐等
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2) 母子保健管理に関する研究（継続）

a.母子保健管理システムとしての健診，保健指導の

効率化

目的：一般乳幼児保健指導や，心身障害児早期発見に

関する母子保健管理システムについて，特に乳幼児健診

の阿的向上の具体策の検討を中心に淵査研究を行う．

方法：昭和47年より実施のモデル町，神岡町の，乳児，

1歳 6か月児， 3歳児健診の実際において，従来からの

アンケート併用のほか，デンバー発達スクリーニングの

1方法であるP.D.Q(Prescreening-Developmental 

Questionnaire)を行い，発逹検査の補助としての役割

の検討を行う．

なお，あわせて，昭和46年から用いられている現在の

「妊産婦，新生児，乳幼児健康相談票」の改訂に対する

見直しの検討も行う．

実施状況：神岡町乳児健診 103名（児 1名対年4回，

8日）． 1歳 6か月児健診66名（児］名対年 1回， 4日），

3歳児健診80名（児 1名対年 1回， 3日）を実施，受診

率はいずれの年令も 100％である．このうち，初回健診

時点の事後管理対象児は乳児28名 (27.1%), 1歳 6か

月児11名 (16.7%), 3歳児23名 (28.7%)である．

成紐：一部資料の部で報告

b.幼児食調査

目的：脳卒中予防等成人病との関連より，乳幼児期か

らの食生活のi・要性にかんがみ，乳幼児の食事の実態を

把握し，保健指導に役立てる．

方法：モデル地区神岡町の乳児の離乳食淵脊を． 54• 

55 • 56年と行っており． 57年は， 54年の離乳食凋行児か

3歳に達していることより，幼児食涸宵として， 54年対

象児10名（男 4名，女 6名）と，その母親の 1日分の食

事買上けにより関査．実施時期 9月．栄祥科と共同。

結果：表 3．に示す．

3) 乳幼児健診の事後管理に関する研究

目的： 55イじより1堪生省心身仰害研究の一環として「乳

幼児健康診責事後措岡のシステム化に関する研究」のパ

イロット県の指定を機に (55• 56 • 57年の 3か年計画），

実態凋査にあわせ，閃係機関との連けいシステムについ

て，本県にふさわしい方策をたてる一助とする．

方法：実施機関として，当科，公衆衛生課，および秋

田大学医学部小児科教室と共同で行うものである． 3年

目として，下記について実施した．

(l) アンケート方式で次の点を把握

① 乳幼児健診参加医師に対して，乳幼児健診なら

びに事後管理についてのアンケート．

② 県内約院小児科，施設における特殊機能に関す

るアンケート．

⑧ 昭和56年アンケート調査により把握した， 64市

町村継続管理児に対する追跡．

(2) 角館町，大森町，神岡町の 3パイロット町の57年

乳幼児健診状況，ならびに55• 56年からの追跡児に

ついて実態調査．

成績：資料の部で報告 (P.109)

4)乳幼児身体発育調査

目的：昭和55年全国乳幼児身体発育調査にあわせ，本

県の実態を調査するものである．今年はパーセンタイル

値の梨計を実施．

方法： 55年に収集された68市町村7,060名（延13,402名）

について，パーソナルコンピューターUSACI]により行

った．

成績：資料の部で報告 (P.126)
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表 3. 神岡町栄養調査（昭和57年 9月）

4
2
 

年 身 体 ヵ 工 蛋 動 脂 動 糖 コ 飽 不多 V1t 

ネ
レ

ウ 物 ス 和 Ca Na NaCl p Fe K A B1 B2 C D 

性 プ
）レ 白 テ 飽

脂 口 脂

指
ギ I 

長 重 I 質 蛋 質 質 質 Jレ 酸 柑価
令 C屑 kg 数 cal g g g g g 訊g g g 而g mg g mg mg 罰g I.U 訊g 訊g 訊g I.U 

男
歳月 103.0 18.0 17.0 1,301 38 15 30 21 220 22 2.7 3.6 475 2,712 6.9 615 3.8 410 666 0.4 0.8 32 

゜3. 9 

男 3. 8 98.0 15.5 16.1 1,147 41 20 38 21 165 92 3.9 7. 7 362 2,470 6.3 523 5.6 972 1,292 0.5 0.8 48 1 

男 3. 5 97.0 14.2 15.1 1,212 39 23 30 17 199 135 3.1 6.0 716 2,929 7 4 736 4.9 286 1,024 0 3 0.9 10 3 

男 3. 11 100 o I 15. o 15.0 1,'llO 40 26 51 24 161 34 4.8 12.3 329 1,782 4.5 572 4.7 417 357 1.0 0.7 28 1 

女 3. 4 93.0 14.5 16.8 975 23 15 38 23 139 264 8.4 8.4 291 692 1.8 422 3.2 346 931 0.3 0. 7 55 126 

女 3. 9 97. 0 15.0 16.0 1,230 38 22 35 21 191 302 4.0 6.5 490 2,116 5 4 675 5.1 437 1,011 0.4 1.1 22 5 

女 3. 4 90.0 12.5 15.4 1,041 38 19 40 23 134 46 4.1 6.3 218 2,177 5.5 474 5.6 624 1, 887 0.9 0 7 82 180 

女 3. 5 99 0 14.5 14.8 1,301 57 28 49 20 160 34 4.5 9.7 152 5,267 13.4 1,189 8.8 917 1,869 0.8 1. 5 89 26 

女 3. 8 100 0 16.0 16.0 1, 186 44 26 34 23 180 50 2.1 5.3 578 2,195 5 6 738 5.7 402 1,355 0 5 1.0 37 66 

女 3. 10 93.0 12.5 14.5 970 33 15 34 14 138 160 4.0 7.3 298 1,950 5.0 480 5.2 517 2,193 0.4 08 45 3 



8.栄

1) 栄養指導効果に関する研究（継続）

a．脳卒中特別対策地区の栄養指導効果に関する研究

目的：脳卒中予防を図るため，県では，昭和50年度よ

り脳卒中特別対策事業が実施されている．これらの事業

に対応して，食生活と栄養素摂取状況などを調査し，効

率的栄養指導方法と個人および集団レベルの改善効果を

検討するものである．

対象・方法：対象は秋田県合川町180名・西木村125

名・稲川町120名（脳卒中f防事後管開強化事業指定終

了年次地区），八郎潟町71名・河辺町120名・南外村53

名・平鹿町33名（同 3年次地区），田代町125名・八竜

町144名・西目町123名（同初年次地区）の10町村・ 45

~59歳の合計1,094名である．

栄養調査は昭和57年9月～11月，面接聞とり方式によ

り連続 2日間の調査を行なった．

みそ (390検体）およびみそ汁 (1,090検体）の食塩

濃度は食塩濃度計（全研 •NA-01) で，また，みそ汁

のアンケートについて，各保健所で測定・調査をした．

つけものは食塩濃度~t（相模健康産業商会 ·SKS-

01)とケット赤外線水分計で測定した．

つけものは調査時点(9月～11月）で最も多くつくり，

かっ，多く摂取している l種類を各世帯より収集し，合川

町 (34検体）・西木村 (27) ・稲川町 (31) .田代町

(48) ・八南町 (30).•西目町 (42) の 212検体につい

て凋査した．

結果：みそ（ほとんど自家醸造）の食塩濃度は表1．に，

みそ汁の食塩濃度は表2.,みそ汁食塩濃度別区分を表3.

表 1 .みその食塩誂度

養 科

に，また，みそ汁に関するアンケート調査成績を表4．に

示した．

つけものの食塩・水分濃度は表5．および資料の部

(P.147)で報佳する．

b.低塩栄養指導の基礎的研究（第 9報）

一低塩栄養指導による集団の評価一

秋田県では，脳卒中予防対策の一環として，食生活・

栄養指導が行なわれ，低塩指導も具体的な手段として実

施されてきた．

その中から 2集団の延101ド問の低塩栄挫指導の評価と

食品摂取の関連について報告する．

調査内容，方法，結果にていては資料の部 (P.131)

で報告する．

2)秋田県の食生活パターンに関する研究（継続）

a. 3歳児と母親の栄養状況

目的：発育期の食生活を把握し，正しい食事指導，保

健指導の参考とするため 3歳児の栄養凋杏を実施した．

対象・方法：秋川県神岡町の 3歳児の男・女児10名と

その母親10名，合計20名について昭和57年9月，母子衛

生科と共同調査をした．

栄捉凋査は食事買上方式により 1日分の淵査を行なっ

た．

結果：表6.~9．に示した．

b.健康水準の異なる 2地域間の食生活に関する研究

目的：秋田県に多い胃がんと食生活の関連について検

討するものである．

％ 

瓦 名 合 川 町 西木村稲川町八郎潟町河辺町南外村平鹿町田代町八竜町西目町 総平均

平均値 18 5 13.8 10.4 14.1 16 1 14. 9 8.6 13.7 12.4 14.9 13.7 

最大値 21. 0 17.8 13.0 18. 9 24.3 19.5 15.2 18.4 18.7 26.2 26.2 

最小値 12 2 11. 3 7.5 10. 7 9 5 10. 7 6.0 10. 3 8.2 7.6 6.0 

N 30 31 30 48 53 49 33 43 31 42 390 

表2. みそ汁の食塩誂度 ％ 

面 名 合 川 町 西木村稲川町八郎潟町河辺町南外村平鹿町田代町八竜町西目町 総平均

平均値 0 99 1. 02 0.84 0.88 l.10 1. 12 0.89 0.93 0 90 0. 99 0.97 

最大 値 1 80 1.75 1. 72 115 2.30 2.22 1.80 1.45 1.80 1. 75 2.30 

最小値 0.48 0.58 0.53 0.45 0.50 0.74 0.47 0.50 0.50 0.45 0.45 

N 167 126 121 69 122 51 33 127 146 128 1,090 
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表3. みそ汁食塩濃度別区分

＼ 町村名分
食塩濃度形

1.00 以下 1.01~1. 20 

人
合 JII 町 98 39 

西 木 村 64 32 

稲 JII 町 71 28 

八郎潟町 54 ， 
河 辺 町 54 41 

南 外 村 26 8 

平 鹿 町 22 ， 
田 代 町 85 28 

八 竜 町 111 24 

西 目 町 83 16 

合 計 902 (82.8 %) 

対象・方法：対象は胄がん死亡高率の秋田県大森町と

同死亡低率の阿仁町の40~59歳の主として農業従事者，

男20名・女22名，合計42名について調査した．

栄養調査は食事翼上方式により，昭相57年5月～6月

と10月～11月の 2回実施した．

結果：昭年55年～57年の春・秋の延6回調査の総平均

の成績を表10.11．に示した．

c.調理済および加工食品の食塩量と栄壺成分につい

て（第 3報）市販および栄爺指導前後のつけものの

食塩量

本報では，秋田市内のスーパーマーケット食品売場で

市販されている，つけもの33検体と 5年間の低塩栄捉指

導か行なわれた合川町・西木村・稲川町のつけもの92検

体，さらに，昭和57年から指導が開始された田代町・八

竜町・西目町のつけもの120検体の食塩濃度について比

較・検討したので報告する．

淵査内容，方法，結果については資料の部 (P.147)

で報告する．

d.乳幼児期の食塩摂取に関する研究

目的：秋田屎の脳卒中予防上，発育期からの適切な栄

養保健指導がi―要であり，これらの正しい），t礎資料と発

育期の望ましい食塩摂取量を検討するための研究である．

対象・方法：秋田県大館市・秋田市・象潟町・由利町・

雄物川町で昭和56年 1月に出生した児50名とその母親50

名のペア100名を対象とした．

昭和57年の調査は， 57年 4 月• 7月・ 10月は児につい

て， 58年 1月は児と母親について調査した．

人

実数・名

食 塩 濃 度 ％
計

1. 21~1.50 1. 51 以上

人 人 人
18 12 167 

25 5 126 

17 5 121 

6 69 

18 ， 122 

11 6 51 

1 1 33 

12 2 127 

10 1 146 

19 10 128 

188 (17.2%) 1,090 

調査内容は身体計測と健康診査・栄掟調責（食事買上

方式により Na•Kを炎光法で測定）・血液検査・尿検

査・環境調査などである．

この調資は秋田県小児保健会（会長：秋田大学医学部

小児科東音高教授）との共同研究の一環である．

結果：東日本公衆栄養学会，昭和57年12月，秋田市，

東日本公衆栄養学会講演集．第21回秋田県小児保健会総

会，昭和58年6月，秋田市，あきた小児保健No」9．第

30回日本小児保健学会，昭和58年10月，浦和市，第30回

日本小児保健学会講演集．それぞれにおいて報告した．、

e.秋田県の食生活パターンに関する研究（第11報）

一魚介類摂取と食生活との関係一

魚介類の摂取が食生活および健脱に及ぽす影聘につい

て調否し，秋田県の食庄活上特徴的な知見について報告

する。

調査内容，方法，結果については資料の部 (P.141)

で報告する。
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表 4. みそ汁についてのアンケート調査成績

口
象I:~ :~ I :: り60 代 9

I¥ I不，t op | 8: 

職農 業 73

非 屈業 14 

叫皿回答

＇ 

川 町 I 西 木 村
l 

町 1 八郎潟町 I河辺町

女 男

稲JII 鹿町 1 田代町 八 竜 町

．又数・名

西日町

7

0

 

1

4

 

3J

9

1

6

2

 

1

5

1

1

 

101 59 

9

9

1

 

2

2

 

7

4

 

6

1

 

女

9

7

 
5
 

67 

5

1

 

5

1

 

男

•4,5130 
1

3

5

 

7

6

7

 
3
 

女

l

l

 

1

2

 

1

8

3

6

 

1

4

 

72 

男

32 

7 I 14 

3 I 18 

62 

女 ~ 男

,

8

 

1

2

 

0

}

 

？
 

21 

40 

61 

女

2

2

5

1

 

2

3

 

60 

南外

男

5

3

 
ー

i 3 

I 

村［平

女 1 り）

0

4

l

 

ー

2

35 

33 

45 

男 女 男 女 男 女

2

5

4

0

6

5

 

9
上

7

8

8

1

4

 

2

8

1

1

3

 

1

4

6

 

20 

39 

27 

61 

17 

52 

1

1

3

 

1

4

 

59 88 

1

3

 
7
 

55 

1

8

 

1

2

 

17 31 34 

11 

48 

24 

12 

53 

36 

27 

6

2

1

 

3

2

 

74 

13 

0

2

1

 

2

5

 

33 

20 

歳

歳
2
9
3
9
 

～
～
 

3
 

つ

J

汁
を
作
っ

|

4

5

|

 

124 

31 

あまし 18 24 10 13 I 11 9 I 5 8 I 9 11 i : 6'  7 12 I 4 ll I 13 20 I 11 

の普 通 57 61 I 46 49 I 30 51 I 23 29 I 37 34 I 14 19 I 36 53 I 44 38 I 37 54 I 52 

味少し Lょっぱい 9 11 I 1 , I 6 1 I , 2 I 15 15 I 2 10 I 1 3 I 13 13 I 1 13 I s 
党
無回答

汁多 い： 25 42 | 12 8 13 17 7 14 13 18 6 1 1 8 8 l l 17 l l l 7 ,  14 

実
ん、つう 56 29 41 56 I 34 49 ; 19 19 I 41 39 I 1 D 22 36 60 I 46 43 I 47 63 I 58 

の少 な め 5 1 I 5 3 I 2 5 I , 5 I , 3 I 2 2 I 5 I 1 3 I 1 s 

殿無回答

汁 1 種類． 29 38 : 33 22 I 10 10 I 11 s I " 16 I 2 1 ; 3 s I 16 1s I 24 23 ! " 

の 2 •. 40 41 i 17 34 I 25 42 ! 16 22 I 33 34 I 15 23 i 24 35 I 37 23 / 21 39 : 50 

実 3 • i 16 14 I 5 10 I 9 12 ; 4 7 I 11 10 I .  5 ¥ 12 27 I 12 21 I lO 19 : 8 
の
種 4,'

類 無回答 2 4 4 1 6 8 1 1 | l 

ー みそ片飯みそ汁飯みそ汁飯みそ汁飯みそ汁薮みそ汁飯みそ汁飯；みそ汁飯みそtt託みそ汁飯みそ汁飯lみそit飯 Iみそ／I- 飯みそ汁臣みそ汁飯 1みそ汁飯みそ汁飯みそ汁飯！みそ汁飯みそ汁飯

日！杯＇ 11 I 20 1 I 2 [ 3 I 2 I 12 5 I 8 1 I, 10 I 3 4 I 2 i, 2 [ 4 1 I 8 I I 6 [ 6 1 I 2 3 10 I 4 1 
0) 
2 .  I 36 sl 50 19 I 19 3 I,1 9 I 11 1 I,a 6 I 13 1 !,o " I 13 18 5 I,  ! 5 I 11 4 I 37 1 I,  1 ! 26,  I 18 3 26 11 I 25,o  5 

摂
3 " I 25 16 I 23 39 I 22 11 I 20 27 I 20 7 I 26 26 I 10 4'8  20 I 18 1 19 12 I 5 I ; 14 4 I 14 5 I 25 35 I 21 5 I 21 23 I 17 5 35 20 I 20 14 25 23 

取

杯
" I 8 161 6 23 I 8 6 1 2 10 I 11 8 I 3 11 I 1 6 '1  I 13 9 10 12 I 3 3 6 7 ! 6 5 I 5 10 I 8 1'! 7 16 I 9 5: 9 14 I 7 11 7 11 

::zl 5 --', 5 241 2 7 I 4 6 1 61 4 151 I 13 I 9, 5 I 9 17 6 8 I 2 3 3 11 1 13: 14 I 2 13 2 10 I 9 16 6 24 I 11 16 2 10 

6 杯以上！ 2 23 !2 3 32 15 2 17 1 10 11・ 2 I 5 34 3 23 I 2 1,; 5 !3, 3 17 i 8 I 4 26, R 1 9 I 4 27 I 2 19 i 6 31 J 6 
@1@1, I c21c1(<)11 11)11 '.III 

み市 販 1 : 12 I 1, I 10 I 4 I ,  I 9 • 13 I,  11 I - : - I 1 t 3 I 21 I 12 I,  1 13 I 2s 19 

そ自家製 so • 89 I 44 1 56 I 46 I 68 I 23 1 " I 52 - 49 I 18 i 35 I " I " I 44 i 51 I 53 i 75 I 45 36 

区 ！ 年 3 合 3 4i 6 9 21 1 1 7 3 i 2 6 1 | 2 2 2 : 1 6, 16 2 2| 7 6 10 1 3 2 i 6 l 3 

分 2 、, 4 合 16 51 _ 13 64 9 7 14 16 9 ! 24, 3 8, 2 7 5 8 ! 7 3 2 : 1 30 1 27 37 42 7 19 1 12 38 9 1 9 24, 6 n i 30 6 ] 25 

: : : : : 4:i 11 1 :: l 15 18, 1 1 1 22 10 22 9 36 1 7 1 1, 12 1 14 18 18 9 18 1 4 6 7 6 21 8 1 10 12 17 21 1 14 18 ! 12 27 20 1 32 43 21 1 13 21 8 

: : i i ； ：」：⑦ Rこ：：⑤；7 : : IR:I R 2 1 2! ] :I 2 1: ] ]] ] :1 ] :]I : I叶 4⑦ o :I ⑦: :| Rl :1 ] :。1:1 : @2 ] 

た 40~59 歳
人
の 60 ～歳

冗竺回答

1

9

 

1

1

 

79 1 2 

I: ! 

・みそ醸造材料の食塩混合比率 冬不明

12 

97 

22 

3

3

 

5
 

c
o
 

1
1
9
4
8
 

7

8

4

 

3
 

21 

16 

4

6

 ，
 

107 100 110 

45 

10 

44 
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表5. つけものの食塩•水分濃度

＾ ロ

/II 町 西 木 村 稲 JII 町 田 代 町 八 竜 町 西 目 町

例数水分％食塩％ 例数水分彩食塩形 例数水分彩食塩％ 例数水分形食塩形 例数水分形食塩形 例数水分缶食塩彩

たくあん 5 91.3 3 35 10 90 1 3.86 5 81. 2 7 69 10 86 5 3.80 

白菜漬 6 9 4, 9 I 57 6 94.2 I 23 6 94.2 I 63 1 93 4 1.69 7 94.3 2 22 

白菜禎 他 6 93 7 1. 58 2 95.5 1.01 8 93.5 2 25 2 93 4 I 57 

大根 潰 11 93. 9 2 24 3 94.0 2 85 7 92.5 2 80 6 92.7 2. 35 15 91 6 2 67 

大 根泊他 2 92,2 1.12 3 92 4 2 41 4 94 4 2 02 

きゅうり禎 3 93.2 2 66 15 93.9 I. 56 3 94 2 2.17 4 88. 9 1 84 4 91 I 3.58 

きゅうり漬他 2 93.4 2. 03 

なす 油 ， 81 3 4 54 12 88.5 2 96 2 85 3 3 73 1 85 3 4.76 

大根なた潰 3 92 0 I 81 1 90 8 I 50 

キャベッi1,J 1 86,7 3 95 

かぶ浪 2 94.0 2 13 4 94.2 1.35 

測定件数 32 23 31 40 25 40 
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表 6. 3歳児の栄養素摂取量（ 1人 1日当たり）

4
7
 

児 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
平 均

児 性 別 g さ＇

゜
s 0 呈 2 g g 

→゚-

体重kg•身長 cm 14 5 • 93.0 18.0 • 103.0 15.5 • 98.0 14 2 • 97.0 15.0 • 100.0 15 0 • 97.0 12.5 • 90.0 14.5 • 99.0 16.0 • 100.0 12.5 • 93.0 14.8 • 97.0 

カウプ指数 16 8 17. 0 16.1 15 1 15 0 15. 9 15.4 14.8 16、0 14.5 

エネルギー kcal 975 1,301 1,147 1,212 1,270 1,230 1,041 1. 301 1,186 970 1,163 

た ん 白 質 g 23 1 38.2 41 2 39.1 40.1 38.2 37. 9 56.7 43.7 33.0 39.1 

動物性たん白質 g 14.8 15.0 19 8 23. 3 26. 5 21 6 18.8 27 5 25.9 14.6 20.8 

脂 質， 38.8 29.7 38.0 29.5 51. 4 35.4 39.4 48.5 33.6 33. 7 37. 7 

動物性指質 9 23.3 21. 3 20.9 16.8 24.1 20. 9 23.0 19. 7 23.3 14.0 20.7 

糖 質 g 139 220 165 199 161 191 134 160 180 138 169 

コレステロール碍 264 22 92 135 34 302 46 34 50 160 114 

飽和脂 肪 酸g 8.4 2. 7 3.9 3.1 4 8 4.0 4.1 4.5 2.1 4.0 4.2 

多価不飽和脂肪酸 g 8.4 3.6 7. 7 6 0 12. 3 6 5 6.3 9. 7 5.3 7.3 7.3 

カルシウム咽 291 475 362 716 329 490 218 1,152 578 298 491 

ナ ト リウム呼 278 3,046 1,431 1,862 2,765 2,431 2,141 3,157 1,637 1,927 2,068 

食 塩g 0.7 7.8 3.6 4, 7 7.0 6 2 5.4 8.0 4.0 4.9 5.2 

リ ン芍 422 615 523 736 572 675 474 1,189 738 480 642 

鉄 mg 3 2 3.8 5 6 4.9 4.7 5 1 5. 6 8.8 5.7 5.2 5.2 

力 リ ウ ム mg 325 991 695 941 1,029 938 1,251 1,411 1,045 887 951 

ビタミ ン A I.U 931 666 1,292 1,024 357 1,011 1,887 1,869 1,355 2,193 1,259 

ビタ ミ ン B1 mg 0 27 0. 39 0. 54 0 30 1. 05 0.44 0.93 0. 78 0.46 0.42 0.56 

ビタミ ン B2 mg 0 72 0. 78 0. 79 0.88 0. 69 1 05 0.68 1.48 1. 03 0.78 0.89 

ビタ ミ ン C 喝 55 32 48 10 28 22 82 89 37 45 45 

ビタミ ン DI.U 126 

゜
1 3 1 5 180 26 66 3 41 

神岡町 1982.9



表7. 3歳児母親の栄養素摂取量（ 1人1日当たり）

|

4

8

 

児 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
平 均

年 齢 ． 歳 31 29 28 29 31 32 28 28 26 31 

体重kg.身長 cm 54 • 158 41 • 150 45 • 158 53 • 158 48 • 150 60 • 153 50 • 153 53 • 152 61 • 156 56 • 150 52 • 154 

体重増減率形 3 -15 -14 1 

゜
21 1 8 18 16 4 

エネルギー kcal 1,573 2,133 897 1,565 1,582 2,128 2,500 l, 328 1,417 1,635 1,676 

た ん 白 質 g 79.9 75.5 29. 4 60.3 51. 8 75.5 77.1 45. 7 61.1 48.0 60.4 

動物性たん白質 9 50.4 30.2 3 0 36.4 30.0 39.1 29.7 24. 9 35.4 12.2 29. l 

脂 質 9 68.0 78.9 20.5 50.2 56.2 59.3 49.2 53.6 32.0 41.1 50.9 

動 物性脂質g 30.4 16.5 2.6 23.3 24.3. 30.9 18. 9 24.2 21. 3 15.6 20.8 

糖 質g 157 281 154 219 213 323 430 165 217 267 243 

コレステロール 哨 589 75 51 110 67 89 84 388 389 305 215 

飽和脂肪酸 9 9.0 6.1 2.1 4.2 7.1 8.2 5.6 11.4 3.9 6.0 6.4 

多価不飽和脂肪酸 § 19.6 7.2 7. 6 12. 7 15. 7 12.6 15.3 15. 7 6.5 8.1 12.1 

カルシウム碍 579 565 294 749 158 486 674 548 446 320 482 

ナトリウム碍 5,364 2,534 4,742 2,263 4,489 7,292 4,054 2,462 2,697 3,051 3,895 

食 塩g 13.6 6.4 12.1 5.9 11. 4 18.5 10.4 6.3 6.9 7.8 9.9 

リ ン呵 1,147 1, 103 406 845 599 1,165 1,099 794 920 676 876 

鉄 哨 8. 7 8.6 6.4 8.4 5.2 9.9 10.4 8.4 9.8 9.6 8.5 

力 リ ウ ム叩 126 1,577 1,555 1,088 1,400 2,090 1,671 719 1,161 1,083 1,247 

ピタミン A I.U. 1,242 958 506 844 237 1,568 830 2,190 1,971 3,453 1,380 

ビタミン恥咤 0.80 1.46 0.43 0.60 1, 36 1 51 0.87 0.75 0.69 0.90 0.94 

ビタミン B2 mg 1.52 1.26 0 48 0.92 0.54 1.12 1. 24 1.18 1.15 1.02 1 04 

ビタミン C 叩 1 1 1 128 103 69 59 150 51 105 59 100 94 

ビタミン DI.U. 650 3 

゜
4 1 

゜
376 6 76 6 112 

神岡町 1982.9



表8. 3歳児の食品群別摂取鼠（ 1人 1日当たり）

"’’9 mー ユ点： m m,"  

児 No, 1 2 3 4 5 6 7 8 ， IO 
平均

児 性 別 ， 8 8 8 8 ， ， ， 牟 早

年 齢 歳
3 歳 3 歳 3 歳 3 歳 4 歳 3 歳 3 歳 3 歳 3 歳 3 歳． 
4カ月 8カ月 8カ月 5カ月 9カ月 4カ月 5カ月 8カ月 10カ月

米類 ． 加工品 76 89 150 70 39 90 24 24 102 85 75 
（ 米 ） 76 89 150 70 39 90 24 24 102 85 75 

穀
大 麦

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚小麦 ． 加工品

゜
80 15 

゜
114 4 145 84 48 10 50 

類
（パン類）

゜゜゜゜゜゜゜゜
40 

゜
4 

植 （めん類）

゜
80 

゜゜
67 

゜
145 80 

゜゜
37 

雑穀 . 加工品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚計 76 169 165 70 153 94 169 108 150 95 125 
柾 実 類

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜し＼ も ． 加 工 品 IO 14 5 4 54 28 

゜゜
4 15 13 

物 砂糖 ． ジ ヤ ム類

゜
1 

゜゜
6 

゜
2 1 42 

゜
5 

菓 子 類

゜
60 

゜
205 10 73 38 37 

゜
13 44 

油 脂 頬 12 3 7 6 22 6 

゜
5 5 ， 7 

（植物油） 2 3 7 6 22 6 

゜
5 5 ， 6 

大 豆 ． 加 工 品 5 11 62 72 8 60 35 22 36 48 36 

性
（みそ）

゜
11 24 19 8 15 18 22 12 14 14 

その他の豆・加工 品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚果実 ． 果 実 缶詰 390 55 100 1 43 60 325 ‘9 45 400 143 
緑 黄 色 野 菜

゜
6 21 7 

゜
6 13 32 15 26 13 

そその 他の野菜 96 29 79 27 23 71 296 291 56 45 101 

の｛ 乾燥野菜 ゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚食 他野菜のつけもの

゜゜゜
10 

゜
15 12 34 （） 

゜
7 

野菜の 山菜・きの計こ•その缶詰

゜゜
10 

゜゜゜゜゜
10 10 3 

96 29 89 37 23 86 308 325 66 55 111 
海 草 ． 加 工 品 1 3 10 5 1 1 

゜
2 5 2 3 

酒 類

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚品 調 味 料 13 18 10 15 14 7 17 34 12 18 16 
（しょうゆ） 3 18 3 15 15 3 6 19 11 4 8 
（食 塩） 02 

゜
0.7 

゜゜゜
0.2 

゜゜
0.5 0.2 

果汁•その他嗜好飲料

゜
10 

゜
65 250 

゜゜゜゜゜
33 

物
~一

魚｛ 生塩

23 

゜゜
24 

゜゜
23 60 30 

゜
16 

蔵・加 工 ロ （） 

゜゜
5 36 

゜
10 

゜
7 1 6 nn 

動 介練 製 1二l

゜゜゜
15 

゜
53 13 

゜゜゜
8 ロロ

類缶 詰・乾 製 品

゜゜゜゜゜゜゜
， 
゜゜

1 

物
計 23 

゜゜
44 36 53 46 69 37 1 31 

肉獣鳥鯨肉類

゜
4 80 8 66 7 65 

゜
35 40 30 

性 ｛ 獣鳥鯨ハム・ソーセージ

゜
23 

゜゜
4 

゜
1 

゜゜゜
3 

類獣鳥鯨缶詰・加工品

゜
6 

゜゜゜゜゜゜゜゜
1 

計

゜
33 80 8 70 7 66 

゜
35 40 34 

食 卵 類 40 

゜
14 24 6 52 

゜゜
8 29 17 

乳｛ 乳
類 115 200 133 300 200 180 

゜
490 315 130 206 

仁1
製 口

36 nu 類 乳 nu 60 120 

゜゜゜
90 

゜
30 60 

゜計 175 320 133 300 200 270 

゜
520 375 130 242 

温 理 加 工 品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜総食 品 合 計 841 732 696 863 896 803 1,019 1.164 835 882 873 

食
動 物 性 5 5 5 6 5 6 5 5 6 4 5 

品
植 物 性 13 14 21 21 16 22 25 23 20 28 20 
加 工 品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜数
A ロ 計 18 19 26 27 21 28 30 28 26 32 26 

g
 

（ ）内再掲 神岡町 1982. 9 
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表9. 3歳児母親の食品群別摂取量 (1人 1日当たり）

児 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
児 性 別 ， 8 8 ＄ ＄ g ， ， 早 'i'-

平均

年 齢 ． 歳 31 29 28 29 31 32 28 28 26 31 29 

米類 ． 加工品 92 111 22 126 78 209 463 74 213 270 166 

（ 米 ） 92 111 22 126 78 209 463 74 213 270 166 

穀
大 麦

゜゜゜゜゜゜゜゜
（） 

゜゚小麦 ． 加工品

゜
108 265 20 177 5 ， 134 

゜゜
72 

植
類

（パン類）

゜
105 

゜゜゜゜゜゜゜゜
11 

（めん類）

゜゜
260 

゜
100 

゜゜
130 

゜゜
49 

雑穀 . 加工品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚計 92 219 287 146 255 214 472 208 213 270 238 

種 実 類

゜゜゜゜゜゜゜
2 2 （） 

゜物 し、 も ． 加 工 品

゜
， 
゜

19 69 132 

゜゜゜
35 26 

砂糖 ． ジ ャ ム類 2 10 8 3 16 4 1 3 

゜
1 5 

菓 子 類 65 190 

゜
23 5 86 

゜
15 15 25 42 

油 脂 類 5 B 12 20 26 12 7 11 4 8 11 

（柏物油） 5 8 12 20 26 12 7 11 4 8 11 

大 豆 ． 加 工 品 18 17 61 52 13 117 95 1 1 45 60 49 
性

（み そ） 18 17 28 23 13 31 27 11 28 13 21 

その他の豆・ 1Jll工品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚果実 . 果実缶詰

゜
110 167 111 105 182 12 4 

゜
350 104 

緑 黄 色 野 菜 27 14 58 40 

゜
12 

゜
38 12 101 30 

そその他の野菜 366 131 284 178 49 372 266 269 311 60 229 
食

の｛ 乾燥野 菜

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚讐野 菜 の つ けもの 120 15 75 

゜゜
152 120 

゜゜
50 53 

野菜 山菜・きの計こ•その缶詰

゜゜゜
10 

゜゜゜゜゜゜
l 

486 146 359 188 49 524 386 269 311 110 283 

洵 草 . 加 工 品

゜
2 5 4 1 2 2 1 4 1 2 

品 酒 類

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚調 味 料 55 16 34 28 17 33 42 51 15 41 33 

（しょうゆ） 24 ， 24 13 2 8 20 30 14 12 16 

（食 塩） 1.4 

゜゜゜゜゜
0.5 1.1 0.5 

゜
0.4 

果汁•その他昭好飲料 200 250 

゜
40 

゜゜
400 350 15 

゜
--' 126 

魚｛ 生塩

物 181 40 

゜
54 

゜゜
57 21 66 

゜
42 

蔵・加 工 品

゜゜゜
10 63 29 

゜
15 

゜゜
12 

動 介練 製
EI 

゜
25 

゜
7 

゜゜
82 

゜
14 

゜
13 OU 

類缶 詰・乾 製 Iコ 30 

゜゜゜゜゜゜゜
8 

゜
4 ロロ

物 計 211 65 

゜
71 63 29 139 36 88 

゜
70 

肉 獣鳥鯨肉類

゜
63 15 93 69 98 

゜゜
3 30 37 

性 ｛ 獣鳥鯨ハム・ソーセージ

゜
22 

゜゜
32 70 10 26 

゜゜
16 

類獣鳥鯨缶詰・ 加 工 品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚計

゜
85 15 93 101 168 10 26 3 30 53 

食 卵 類 46 2 3 20 ， 
゜゜

55 68 57 26 

乳｛ 乳
類 130 185 2 130 

゜
180 200 200 200 10 124 

品
類乳 製 品

゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜゜゚計 130 185 2 130 3 180 200 200 200 10 124 

調 理 加 工 品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚総 食 品 合 計 1,337 1,328 1,011 988 732 1,695 1,766 1,280 995 1,099 1,223 

食 動 物 性 6 8 3 7 6 6 6 5 7 3 6 

品
柏 物 性 19 24 20 26 15 22 24 22 20 23 22 

数
加 工 品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚＾ ロ

計 25 32 23 33 21 28 30 27 27 26 27 

g
 

（ ）内再掲 神岡町 ］982. 9 
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表10.栄養素摂取置・充足率および栄養素比率 (1人 1日当たり）

5
1
 

男 女 男 女
項 目

阿 仁 町 大 禾詠 町 呵 仁 町 大 森 町 阿 仁 町 大 森 町

エネルギー kcal 2644 土 568 2731±670 2105土 475 2227 土 520 2370 土 587 2466 ・土 645
12. 7 23. 7 20. 0 29. 1 8.4 26.5 25.8 40.5 10. 5 25. 1 23.1 35.5 

た ん 白 質 g 103.7 土 26.1 100.5 士 26.4 86.7±21. 1 82.7 土 22.1 95.0±25.1 91. 1士 25.7
48. 1 37. 3 43.5 37.7 44.5 35.1 37.8 36.8 46.3 36.1 40.5 37.2 

動 物 性 た ん白質 g 59.6 土 23.4 46.4土 198 47.7 土 196 35.8 土 14.3 53.6 士 22.3 40.8 士 17.9
栄 脂 質 g 64.9 ± 23.4 58.6 士 221 53.2 土 24.8 49.1 土 18.8 58 9士 24.7 53.6 土 20.9

養
動物性脂質 g 38.6 土 16.6 27.9 士 12.2 30.2 士 17.4 20.9 土 12.7 34.3 土 17.5 24.2 土 12.9

糖 質 g 370 士 96 416 士 105 322 士＾ 75 362 土 90 346 土 89 388 土 101
素 コレステロール叩 501 二 288 399 土 248 401 士 222 321 士 205 450'土 260 358士 229

摂 飽和且旨肪酸（S) g 7.6± 3.4 7.4ニ 3.1 6 3土 3 9 6.4 土 3 1 6.9玉 3.7 6 9 土 3.1 

多価不飽和脂肪酸(P) g 14.2 土 6 9 14. 7士 6.0 11.6士 6.5 13.2 土 5.6 12. 9` 士 6.8 13. 9 土 5.8 
取

カルシウム訊g 609 工, 234 692 ニ,ロ 322 
霞土晶翌 600. 47 土,4426. 8 6 61. 048 土...L3283. 5 1 674. 66 土,4299. 7 5 

量 1. 4 39.1 15. 3 53. 7 
ミ ナトリウム叩 6954 土 2173 7507 土 2467 6238 士 1721 6895士 2614 6590 土 1980 7184 士 2554

． ネ 食 塩g 17. 7士 5.5 19.1 土 6.3 15.9土 4.4 17.5 土 6.6 16.8士 5.0 18.3土 6.5 

ラ リ ン訊g 1414 土 331 1407 土 402 1207 土 282 1170士 352 1309土 323 1282士 394
充 鉄 訊9 13.4±4.6 14.6±9.9 11. 8上 3.8 12.5土 4.5 1125. . 55 士,443. . 3 3 13.5 土 7.6 

Jレ 33. 7 46. 4 45.6 98.8 -2.1 31. 7 4. 3 37. 3 斜9 75. 8 

足 カリウム訊g 1641 土 654 1439±590 1507 士 523 1463士 564 1573 土 592 2土 574

ビ
A LU. 3981.23 6 + ~ 481399.5 8 2706土 3125 3042 土 7481 2828±3575 3427 土 7918 2770 士 3358

率 35. 3 156. 3 69. 0 415. 6 57. 1 198. 6 79. 9 415. 9 46. 8 179. 5 
B1 1.34 士 0.42 132.3. 3 1士---'- °51. .46 2 1.15 土 0.32 1.08士 0.39

紅；土灼翌
1.12 土 0.44

夕
訊g 37. 1 46. 6 46.6 48.4 43. 1 60. 1 38. 0 56.1 

ミ
B2 訊g 31 1・83. 8 二， 5゚1．8.2 1 126.6. 8 7--'-エ: 408.5.-3 0 510.5. 6o ...1... 士 077.7.6 o 413.4. 42土, 075.6. 4 8 411..691 士---'-- °65.8. 0 9 315.5.4 5 土~ 6°4.6.0 5 

ン
C 訊g 21415.77..!..ー25612.8 3 13117. 98...L...LllO5.5 O 242171. 3 ± , 1698. 5 7 18014. 05土,1698. 5 7 22186. 47 ...L. ± 21160. 8 1 16103g0 -l-土 1457.36 

D I.U. 8118. 21 土,19519.4 5 9819. 84土,19819. 8 o 511.52 5 + I 14124.3 7 4514. 76土,13013. 0 5 6616.6 1 + I 17017. 1 5 71071. 7 + , 16176. 7 3 

栄
穀類エネルギー比 46 土 11 . 51 土 10 44 士 11 48土 12 45 士 1 1 49 土 1 1 
米エネルギ ー比 44± 11 47 士 12 39 士 12 45 土 12 41 土 12 46 士 12 

養 たん白質エネルギー比 16 土 3 15 土 3 17± 3 15 土 2 16 士 3 15 土 2 
素 脂質エネ ルギー比 22 土 6 19± 5 22 土 7 20± 6 22± 6 19 士 5 
比 糖質エネJレギー比 56 + ， 

61 一-"-
6 62 士 7 65土 6 59 土

， 63 土 6 
率 アルコールエネルギー比 8 8 5 7 

゜
1 

゜
1 4 6 3 士 5 

動物性たん白質比 56 土 12 45― 十 1 1 54 士 12 42 -十 10 55― ＋ 12 44土 11 

単 動物性脂質比 59 -十 14 47 士 16 55 土 18 41 土 17 57± 16 44 土 17 

位 ナトリウム／カリウム比 4.7± 2.0 5.9 土 2 8 4.6 士 2.1 5 I土 2.1 4.7 土 2.0 5.5 土 2.5 

％ 
カルシウム／リ ン比 0.4士 0.1 0.5ニ 0.2 0.5 士 0.1 0 5士 0.1 0.5 士 0.1 0.5 土 0.1 

p ／ s比 2.0 土 0.6 2.1 士 0.7 2.0 士 0.7 2.3 土 0.7 2.0 士 0.6 2.2 土 0.7

N 56 62 58 69 114 131 

※下段は充足率 1980年～1982年



表 11.食品群別摂取量（ 1人 1日当たり M士S.D.)

男 女 男・女
食品群名

阿 仁 町 大 森 町 阿 仁 町 大 森 町 阿 仁 町 大 森 町

米類・加工品 346士 96 383 土 127 249士 95 294士 83 296 士 107 336土 114
穀 （米） 339土 96 383 士 127 237 土 78 294ナ 84 287 土 101 336 土 115

大 麦 〇土

゜
1士 8 〇土。 0士

゜
〇土。 ^ 1土 5 

小麦・塩工品 19士 40 31 土 68 43土 85 17土 39 31 土 68 24 土 55
植 （パ） 〇土。 IO 土 54 , 8ヒ 24 1士 4 4土 18 5土 37

（めん類） 9土 40 12 土 31 29土 83 9土 36 19 土 66 10 土 34
類 雑穀・加工品 〇士

゜
〇土 4 〇士

゜
0土

゜
〇土。 〇士 2 

it 365土 91 416 土 122 292七 105 312士 81 328 士 105 361 土 115

種 実 類 0.3土 I4 2土 12 2土 10 3土 15 l土 1 3土 14
物 いも・加工品 53 土 53 44 士 48 56士 57 58 t 57 54 士 55 51 士 53

砂糖・ジャム類 6士 12 IO 土 21 ， 13 II 士 16 8 土］3 10 土 18
菓 子 類 14士 40 40 土 57 34 土 41 61 土 60 25 士 42 51 土 59
油 脂 類 ］］士 10 9 土 8 8士 ， 7土 6 9土 10 8土 7

（植物油） 10 土JO 8士 8 7士 7 7 I二 6 9 土 9 8 士 7 
大豆・加工品 84 土 56ヽ 93 土 52 70士 40 86士 52 77 土 49 89 土 52

性 （み そ） 35土 20 38土 15 27士 14 38士 18 31 土 18 38士 17
その他の豆加工品 l士 8 6土 23 l士 5 7土 19 1土 7 7土 21
果実・果実缶詰 201 士 311 145 土 143 2 ； 1土 191 201 士 175 227 土 257 174 土 163
緑黄色野菜 65 土 60 55 士 63 1土 69 84土 77 73 土 65 70 土 72

そ その他の野菜 176士 104 150 土 124 177 :L 97 ]48士］15 177 土 100 149 土 119
食 層

乾 燥｀ 菜

0 8士 4.1 0 4士 24 11 土 85 20土 11.6 0 9 士 67 1 2 土 8.6

舟菜菜・ 物 60土 63 86 士 51 61 :! 55 88 ::¥c 74 60 土 59 87士 64

墨
・きのC•その缶話 56士 55 86 土 92 63 上 78 82 ・I IOI 59 土 67 84 士 97

計 292土 122 322 土 152 302 + 135 320士 169 297 土 128 321 土 160

涌草・加工品 23士 47 3土 6 11 士 31 8 ヒ 24 ]6 土 40 6土 18

品
洒 類 288土 298 144 土J88 4 ヒ 26 8 I 48 143 士 252 73 士 150
調 味 料 38士 22 36 土 22 38土 17 35士 21 38 土 19 36土 22

（しょうゆ） 28土 18 29 士 20 28 + 15 26士 17 28 土 16 28 土 19
（食 塩） 0 6土 08 0 6 士 08 0 7士l.1 0 Iご I 0 6 士 I0 0 5土 07 

果汁•その他嗜好飲料 66土 127 18 士 61 66士 112 58土 130 66 士 119 39 士 105

魚 ljこ 物 99士 91 82 土 68 82 77 56 ::l・ 56 91 土 84 68土 63
塩蔵・加工品 63土 55 51 土 54 49 :t̂ 56 47 上 53 56 土 56 49 土 53

勁
介 練製品 16土 26 18 士 27 12土 21 14 土 26 14 士 24 16 士 26

缶詰・乾製品 8土 32 5 土 12 4 t 13 10 -l 23 6 土 24 8士 19
類 註 187土 97 156 士 86 147 ヒ 69 128 cl 59 167 土 86 141 土 74

物
肉

限烏鯨肉類 71 士 63 31 士 33 45士 43 20土 29 58 土 55 26 土 31
限鳥鯨ハム・ソーセージ 8士 15 5 土 13 6士 16 2 :I 11 7 士 15 4士 lり

類
獣鳥鯨缶詰・加工品 2土 7 3土 11 5土 21 1土 4 3 土 16 2士 8 

性 計 80土 63 39 土 35 56士 51 23士 33 68 土 58 31 土 35

卵 類 54土 40 45 土 32 42 士 32 35 I= 29 48 土 37 4() 土 31

食 乳乳 類 102 土 147 138 士 196 141 士 145 IOI 土 130 122 士 147 119 土 165
乳 製 品 1土 6 〇土。 4 + 16 〇 七 1 3土 12 〇土 1 

類 計 103土 148 138 土 196 145 :1- 145 101 t 130 125 土 147 119 土 165
品

調理加工品 〇土

゜
〇土 1 〇士 〇 土

゜
〇土 1 〇土。I 

’`  
総食品合，，1 1,931 士 556 1,721 土 450 1,617 ::L 407 1,547 l 514 I. 771 土 509 1,631) 土 491

計 56 62 58 69 114 131 
--

g
 

1980年～1982年

表12. 生体測定値および食品数（ 1人 1日当たりM士S.D.) 

男 女 男・女
項 目

阿 1― 町 大 森 町 阿 仁 町 大 森 町 阿 仁 町 大 森 町

身 長 cm 161 :I: 6 158 土 7 150 I□ 5 148土 6 155 土 8 153士 8

体 重 kg 58.4 士 53 56.2土 6.3 53. 9土 7.3 50. 6土 7,8 56, l士 6,7 53,2士 7.6

体重増減率彩 6.4 士 80 5 2土 92 12.5土 152 6, 9土 12.5 9,5 土 12.6 6, l土 110 

血 圧 最大 132 土 20 131 士 19 131 士 15 125士 14 132 土］8 128 土 17

mm Hg 最小 81 土 15 80 土 10 BI 土 9 76 土 9 81 土 12 78 士 10

動 物 性 6.5 :le 1.9 54 =f-20 6 0土 I9 45士 I6 6 2 土 I9 4 9 土 I9 
食

植 物 性 21 5 土 4.0 21.1土 4.7 22.2士 5.0 21.9士 5.7 21 8 士 4.5 2L5 土 5、2
品

加 工 品 〇土

゜
〇士。 〇士

゜
〇 土

゜
〇士 I) II 士。

数
A ロ 計 28 0 土 48 26.6土 5.5 28.1 士 59 26,4土 64 28, I士 5.3 26.5 土 6,0

N 56 62 58 69 114 131 

1980年～1982年
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